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民間の研究機関で、海洋生物・生態学研究に従事後、
地域密着型の教育活動をこころざし、志津川町（現・
南三陸町）へ移住。 使われなくなった箱もの施設を

再生し、志津川湾を学びのフィールドに変えることで
年間数千人の交流人口を創出。

宮川 舞
Miyakawa, Mai

南三陸町企画課

課長

1995年 南三陸町(旧志津川町)入庁・総務人事部門 

2007年 産業振興課（現商工観光課） 
2022年 商工観光課長 
2025年 企画課長（現在に至る） 観光まちづくりや地

域コミュニティづくりの実績を経て、現在は町全体の政
策やネイチャーポジティブ、高校魅力化などを統括



宮城県南三陸町

分水嶺に囲まれた町

森里川海が凝縮した
「小さな世界モデル」

将来像：
「ひと森里海
いのちめぐるまち」



FSCⓇ認証

ASC認証

ラムサール条約登録湿地

ネイチャーポジティブ宣言

ネイチャーポジティブ自治体認証 ブルーフラッグ認証

ブルーカーボンクレジット

自然共生サイト

南三陸はネイチャー・ポジティブの見本市

ネイチャーセンター

バイオマス産業都市構想

生ゴミ循環
いのちめぐるまち(将来像)

Jクレジット

いのちめぐるまち学会

イヌワシプロジェクト

赤：行政
緑：協働
青：民間





ネイチャーセンターの存在抜きに南三陸は語れない。
現在も2名の研究員が常駐し、活動中。
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・町産材のブランディング
・FSC林業を通じた
「地域のブランディング」

・地域内での木材活用（地産地消）
役場庁舎、生涯学習センターなど





震災前の志津川湾



写真提供：阿部富士夫氏

船の残存 １３２／２１９４



１／３の革命
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１／３の革命
戸倉地区のカキ
養殖業

H22 H29 増減

1経営体当たり
生産量（kg）

1,790 3,545 2倍↑

1経営体当たり
生産金額
（千円）

3,380 5,009 1.5倍↑

経費（千円） 2,300 1,330 4割↓

労働時間
（時間／日）

10 6 4割↓



環境研究総合推進費 終了研究成果報告書より（S-13-2 坂巻隆史、西村修ほかの研究）



〇国内初のASC認証取得

法令遵守 →適正密度の維持
労働環境改善 →定休日（働き方改革）
ブランドイメージ →他の水産物に引き合い

→ 子ども達に誇れる漁業
→ 20代の後継者が増加！！

＜令和元年度天皇杯受賞＞

１／３革命＋ASC認証
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〇南三陸FSC©認証林
2471.43ha

〇新童子下・童子下の
田んぼ

0.87ha

〇山藤モデル 童子下
水田サイト

※新規認定



南三陸のネイチャーポジティブ活動イメージマップ
（アミタ株式会社：纐纈渉氏作成） 注：位置関係は正確ではない 東北大学ネイチャーポジティブ

発展社会実現拠点（NP拠点）



持続可能な地域社会をつくる

ビジョナライザー
（中間支援）

地域価値の向上
（プレミアム）

人口減少

防災・減災
気候変動

（温暖化対応）

ネイチャー・
ポジティブ

都市部・大企業
資金／人材の流入

プレイヤー
（事業）

行政の理解
（アシスト）



地域価値の向上を生むナラティブ

誇りを持って生きていける地域を実現するための

「未来」につながる物語（ストーリー）

多様なセクターをつないで、いかにして

みんなが共感できる未来を描けるか？



環境研究総合推進費 戦略的研究開発課題（S-21）

Nature Futures Frameworkを用いた
「南三陸町のネイチャーポジティブな未来づくりワークショップ」

©MAYU TAKADA

©MAYU TAKADA©MAYU TAKADA



学びのプログラムとして編集・提供

「いのちめぐるまちづくり」を

⚫早稲田実業学校初等部 親子フィールドワーク

⚫慶應志木高等学校 研修旅行

⚫アクティブラーニングプログラム（南三陸町観光協会）

⚫MS&ADグループ グリーンアースプロジェクト

⚫ブルーフラッグ環境教育業務委託（講座＆ビーチクリーン）

⚫サスティナビリティ学講座



MS&AD Green Earth Project HPより

MD&ADグループ社員によるアマモ場での環境DNA調査

東日本大震災から復活のみられない場所でアマモ場再生

・南三陸町
・宮城県漁業協同組合志津川支所
・MD&ADインシュアランスグループホールディングス(株)
・鹿島建設(株)
・サスティナビリティセンター

2024年３月、志津川湾ブルーカーボン協議会を設立





南三陸いのちめぐるまち学会

「めぐるがみえる」を追求することで
持続可能な社会づくりに貢献する













ネイチャーポジティブなまちづくりは続く．．． 南三陸ホームページより
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